
 

     今年度の活動 評価・反省 課題 

施
設
管
理 

２階の部屋にエアコンを新たに設置し、熱中症対策

を講じました。哺乳瓶の殺菌乾燥保管庫を購入し、清

潔で安全に取り扱えるよう環境整備ができました。 

昨今の異常な暑さから、子どもたちが心地よく過ごせ

る環境整備を行うことができました。今後も毎月点検を

し、施設管理に努めていきます。 

人
事
管
理 

処遇改善等加算（区分３）対象の職員は、キャリア

アップ研修４分野を取得することができました。 

キャリアアップ研修については、引き続き計画的な受

講を進めていきます。 

保
護
者
対
応 

医療的ケア児を受け入れるにあたり、新たに看護師

を確保しました。年度初めに行う懇談会を、クラスを

超えた異年齢での懇談会を行いました。 

子どもが安全に過ごすせる環境が整い、保護者の安心

につながりました。異年齢・小集団での子ども同士のか

かわりや育ちの姿の交流ができ、年齢を超えた保護者同

士のつながりを実感できる機会になりました。 

健
康
及
び
安
全 

医療的ケア児を受け入れている他園と交流し、小児

科医による学習を行いました。また、行政にはたらき

かけ、かかりつけ医や関係機関と連携ができるよう支

援体制を構築し、ケースカンファレンス会議を積み重

ねてきました。事故件数は０件で、大きなけがはなく

受診症例はありませんでした。 

医療ケア児の保育や緊急時の対応、避難訓練等の連

携・体制づくりについて理解を深めることができまし

た。また、緊急時と災害時のフローチャートを作成し、

実際に訓練するなど実践に活かすことができました。 

小
学
校
・
地
域
連
携 

引き続き自治会、社会福祉協議会と連携し、場所の

提供、ボランティアの受け入れ、生活支援の場として

の『おひさまの家』事業を継続しました。また、隣接

する物件を購入することができ、おひさま保育園と共

に「おひさまの家」事業に着手しています。 

園児と交流する機会を持ち、子どもたちが様々な人と

触れ合うことで、地域の方の期待にもつながりました。

「おひさまの家」事業では、人とのつながりを感じられ、

地域における子どもや保護者の居場所づくりを新たに

発展していけるよう、取り組んでいきます。 

保
育
の
質
の
向
上 

第５７回全国保育団体合同研究集会（群馬）にて、

「小規模保育事業の現状と課題」の分科会で提案をし

ました。他法人（たんぽぽ福祉会・さざんか福祉会）

との交流を通して、「医療的ケア」「小規模保育園と保

育園との連携」をテーマに、意見交換や情報発信を積

極的に行いました。 

提案をきっかけに、小規模保育連絡会の方が見学・交

流に来る機会につながりました。全国の小規模保育園と

の交流や実践から学び、今後の運営や保育の追求につな

げていきたいと思います。 

他園と意見交流することで、相互の学びや実践の向上

に努めてきました。 

地
域
と
の
関
わ
り 

姉妹園のおひさま保育園が取り組む豊中市の子育て

支援事業「マイ子育てひろば」に自園のスマイルサポ

ーターの職員が共に参画し、参加拡大に向けて、新た

に「地域新聞」を発行し、配布及び掲示を行いました。 

「マイ子育てひろば」の毎週の園庭開放、月１回の地

域活動に取り組んでいますが、参加者が少ない現状にあ

ります。地域に出向き、地域の親子に直接声を掛けるな

どし、参加の拡大に努めていきます。地域の子育て支援

の場として貢献できるように、計画実行していきます。 

そ
の
他 

隣接する物件を購入し、施設拡大を行いました。 施設拡大を行い、福祉施設として使用できるようになり

ました。「おひさまの家」事業に向け、関係者にも参画

していただきながら、目的や事業内容の検討を重ねてい

きます。 
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